
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前身頃と、後身頃と、これら前後身頃の間に位置する股下部とを有する部材を、前記股
下部を介して二つに折り畳んで前記前身頃と後身頃を重ね合わせ、前記前後身頃の相対す
る両側縁部を接合してウエスト周り開口部と一対の脚周り開口部を形成し、前記各開口部
に沿って伸縮弾性部材を配置したパンツ型使い捨ておむつにおいて、
　前記前後身頃の両側縁部の接合が、前記両側縁部に形成された、前記側縁部に沿ってお
むつの長手方向に延在する所定幅の接合部によってなされ、
　前記接合部は、その長手方向に所定間隔で配列された多数の接合線によって形成されて
おり、
　前記接合線は、前記接合部の長手方向と交差する方向に長い長さ寸法と、前記長さ寸法
よりも短い高さ寸法を有しており、且つ、前記

において、その中央領域が切断された不連続の状態で配列されているこ
とを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記接合線の長さ寸法が３～１５ｍｍであり、高さ寸法が０．４～５ｍｍであることを
特徴とする請求項１記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記接合線は、前記ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部にお

いることを特徴とする請求項１
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ける配
列間隔が、他の接合部における配列間隔よりも密になって



記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、予めパンツ型に形成されているパンツ型使い捨ておむつに関するものである。
さらに詳しくは、本発明は、着用感に優れ、着用時あるいは着用中に接合部が不用意に引
き裂かれることがなく、また、廃棄時には接合部を容易に引き剥がすことができるパンツ
型使い捨ておむつに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、パンツ型使い捨ておむつとしては、例えば、特開昭５７－７７３０４号公報に開示
されているように、フラットタイプのおむつを股下部で二つに折り畳み、前身頃と後身頃
におけるサイドフラップの左右の相対する側縁部を接合してウエスト周り開口部と一対の
脚周り開口部を形成したものが提案されている。
このようなパンツ型使い捨ておむつは、着用者による着脱が可能であり、幼児のおむつ離
れの時期、あるいは失禁者などの成人用としても需要が増大してきている。
【０００３】
このようなパンツ型使い捨ておむつは、着用者の汗や尿などの水蒸気による蒸れを防止す
るために通気性を付与する必要があり、さらに、接合部が、着用時には不用意に引き裂か
れることがなく、また、廃棄時には容易に引き裂き分離が行われる必要がある。そのよう
な接合部については、実公平７－５４２４４号公報、実公平８－７８５０号公報、実開平
６－３１７２１号公報、実開平６－５０６２３号公報、特開平７－２１３５５３号公報、
特開平７－２２７４０７号公報、特開平７－２５５７７３号公報、実開平７－３４８１４
号公報等に、サイドフラップ側縁部の接合部を形成する接合線の寸法、形状、配列方法あ
るいは面積等を規定することが開示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のパンツ型使い捨ておむつは、一般にサイドフラップ側縁部の接合が
、熱溶融性樹脂からなる不織布やフィルムにより形成されているサイドフラップを加圧溶
融あるいは超音波溶融等のヒートシールによって行われており、ヒートシール処理が施さ
れた部分の樹脂が溶融して固まり、硬い接合部が形成されるため、このような硬い接合部
を有するおむつを着用した場合、接合部により肌が刺激され、着用者に不快感を与え、時
として着用者の肌を傷つけるという問題点を有している。
【０００５】
この問題を改善するため、ヒートシール処理を軽減して樹脂の溶融を少なくすれば、硬い
接合部が形成されることは改善されるが、接合強度が低下し、おむつ着用時に接合部が引
き裂かれ易くなり、一方、ヒートシール処理を強化すれば接合部の強度は向上するが、接
合部が硬くなるため、処理条件を適正な範囲にコントロールすることが難しいものであっ
た。
【０００６】
したがって、本発明は、上記従来のパンツ型使い捨ておむつの有する問題点を克服し、着
用時に皮膚を刺激することのない優れた着用感を有し、さらに、着用時あるいは着用中に
接合部が不用意に引き裂かれることがなく、また、廃棄時には接合部を容易に引き剥がす
ことができるパンツ型使い捨ておむつを提供するするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記従来のパンツ型使い捨ておむつの有する問題点を解決するための本発明は、以下の
各発明を包含する。
（１）前身頃と、後身頃と、これら前後身頃の間に位置する股下部とを有する部材を、前
記股下部を介して二つに折り畳んで前記前身頃と後身頃を重ね合わせ、前記前後身頃の相
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対する両側縁部を接合してウエスト周り開口部と一対の脚周り開口部を形成し、前記各開
口部に沿って伸縮弾性部材を配置したパンツ型使い捨ておむつにおいて、
　前記前後身頃の両側縁部の接合が、前記両側縁部に形成された、前記側縁部に沿ってお
むつの長手方向に延在する所定幅の接合部によってなされ、
　前記接合部は、その長手方向に所定間隔で配列された多数の接合線によって形成されて
おり、
　前記接合線は、前記接合部の長手方向と交差する方向に長い長さ寸法と、前記長さ寸法
よりも短い高さ寸法を有しており、且つ、前記

において、その中央領域が切断された不連続の状態で配列されているこ
とを特徴とするパンツ型使い捨ておむつ。
【０００８】
（２）前記接合線の長さ寸法が３～１５ｍｍであり、高さ寸法が０．４～５ｍｍであるこ
とを特徴とする（１）項記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【０００９】
（３）前記接合線の配列間隔が０．５～７ｍｍであることを特徴とする（１）項又は（２
）項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１０】
（４）前記接合線の不連続部分の間隔が０．４～７ｍｍであることを特徴とする（１）項
～（３）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１２】
（ ）前記接合線は、前記ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部におけ
る配列間隔が、他の接合部における配列間隔よりも密になっていることを特徴とする（１
）項～（ ）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１３】
（ ）前記接合線は、前記ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部におけ
る配列間隔が０．５～１．５ｍｍであり、他の接合部における配列間隔が１～７ｍｍであ
ることを特徴とする（ ）項記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１４】
（ ）前記接合線の前記接合部に占める面積の合計が２０～６０％であることを特徴とす
る（１）項～（ ）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１５】
（ ）前記接合線の前記接合部に占める面積の合計が３０～４０％であることを特徴とす
る（１）項～（ ）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【００１６】
【発明の実施の形態】
　本発明のパンツ型使い捨ておむつは、パンツを形成する部材の前後身頃の両側縁部の接
合部が、その長手方向に所定間隔で配列された多数の接合線によって形成されており、ま
た、接合線が接合部の長手方向と交差する方向に長い長さ寸法と、長さ寸法よりも短い高
さ寸法を有しており、且つ、

、その中央部が切断された不連続の状態、すなわち非接合領域が形成された
状態、で配列されている。
　このような構成を有する本発明のパンツ型使い捨ておむつは、その側縁部をヒートシー
ルにより溶融して接合部が形成された場合であっても、接合部を形成する接合線の不連続
部分が溶融されないまま残っているため、接合部に柔らかさが付与され、接合部が着用者
の肌を刺激することがなく、優れた着用感を有し、さらに、着用時あるいは着用中に接合
部が不用意に引き裂かれることがなく、また、廃棄時には接合部を容易に引き剥がすこと
ができるものである。

【００１７】
この場合、接合線の長さ寸法が３～１５ｍｍであり、高さ寸法が０．４～５ｍｍであるこ
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前記ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍を除く接
合部において

また、ウエスト周り開口部及び脚周り開口部近傍においては連続し
た接合線を配列することにより、伸縮弾性部材をしっかりと固定することが可能となる。



とが好ましい。長さ寸法が３ｍｍ未満になると接合部の強度が低下し、着用時に引き裂か
れ易くなり、一方、１５ｍｍを超えて長くなるとおむつの見栄えが悪くなると共に、おむ
つの上に衣類を着用させる場合に着用させ難くなる。また、高さ寸法が０．４ｍｍ未満に
なると接合部の強度が低下し、一方、５ｍｍを超えて長くなると接合部が硬くなり、着用
者の肌を刺激し易くなると共におむつ廃棄時に接合部が引き剥がし難くなる。
なお、本発明において、接合線とは、パンツ部材のヒートシール処理が施された部分に形
成されたパターンのことであり、パンツ部材が溶融接合された状態のもの及び過度のヒー
トシール処理によりパンツ部材が融解して空隙が形成された状態のものを含む。また、接
合線の長さ寸法とは、中央領域が切断されていない状態の接合線の長さ（すなわち接合部
の全幅）を意味し、中央領域が切断されている場合には、中央領域が連続していると見な
した長さを意味する。また、中央領域が切断されている接合線は、当然のことながら、そ
の実際の長さ寸法の範囲は上記範囲の半分未満になる。
【００１８】
また、接合線の配列間隔が０．５～７ｍｍであり、さらに、接合線の不連続部分の間隔が
０．４～７ｍｍであることが好ましい。配列間隔が０．５ｍｍ未満になると接合部が硬く
なると共におむつ廃棄時に接合部が引き剥がし難くなり、一方、７ｍｍを越えて広くなる
と接合部の強度が低下する。また、不連続部分の間隔が０．４ｍｍ未満になると接合部に
柔らかさが付与されなくなり、一方、７ｍｍを越えて広くなると接合部の強度が低下する
。
【００１９】
　さらに、 開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部における配
列間隔が、他の接合部における配列間隔よりも密になっていることが好ましい。すなわち
、ウエスト周り開口部及び脚周り開口部には各々伸縮弾性部材が配置されることにより、
伸縮弾性部材をしっかりと固定することが可能となり、さらに、おむつ装着時の接合強度
を維持することが可能となる。
【００２０】
この場合、ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部における接合線の配列
間隔が０．５～１．５ｍｍであり、他の接合部における接合線の配列間隔が１～７ｍｍで
あることが好ましい。このような構成にすることにより、より優れた本発明の効果を有す
るパンツ型使い捨ておむつを得ることができる。
ウエスト周り開口部近傍及び脚周り開口部近傍の接合部における接合線の配列間隔が０．
５ｍｍ未満になると、接合部が硬くなると共におむつ廃棄時に接合部が引き裂き難くなり
、一方、１．５ｍｍを越えて広くなると接合部の強度が低下する。
また、上記開口部近傍以外の接合部における接合線の配列間隔が１ｍｍ未満になると、接
合線の配列間隔が密になり、着用感が劣るようになり、一方、７ｍｍを超えて広くなると
接合強度が低下する。
【００２１】
また、接合部における接合線の占める面積の合計が２０～６０％であることが好ましく、
３０～４０％であることがより好ましい。接合線の占有面積が２０％未満になると接合部
の強度が低下し、一方、６０％を超えて多くなると接合部が着用者の肌を刺激し、着用感
が悪くなる。
【００２２】
本発明のパンツ型使い捨ておむつは、パンツを形成する部材をその股下部を介して二つに
折り畳み、前身頃と後身頃の相対する両側縁部を接合してウエスト周り開口部と一対の脚
周り開口部を形成し、各開口部に沿って伸縮弾性部材を配置して形成される。
具体的には、液透過性の表面シートと、液不透過性の裏面シートと、これら両シートの間
に配置された吸収体とからなるいわゆる一体型のおむつを用い、これを表面シートを内側
にして折り畳み、前後身頃のサイドフラップの両側縁部を接合してパンツ型使い捨ておむ
つを形成することができる。
あるいは、液透過性の表面シートと、液不透過性の裏面シートと、これら両シートの間に
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配置された吸収体とからなる吸収性本体と、吸収性本体が接合され、これを着用者に当て
て保持する外装シートとからなるいわゆるツーピース型のおむつを用い、これを吸収性本
体を内側にして折り畳み、外装シートの前後身頃のサイドフラップの両側縁部を接合して
パンツ型使い捨ておむつを形成することもできる。
【００２３】
本発明において、液透過性の表面シートとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
エステル、その他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維等からなる不織布に親水化処理を
施したものが用いられる。
【００２４】
本発明において、液不透過性の裏面シートとしては、液体不透過性のポリエチレンシート
、好ましくは、微孔を設けたポリエチレンシート、あるいは熱可塑性樹脂にフィラーを加
えて延伸したシートのような透湿性のある液体不透過性のシートが用いられる。このよう
なシートを用いると、蒸れが改善されるため快適な着用感が得られる。さらに、このよう
なシートの外面に不織布を張合わせた積層構造のシートを用いることもできる。
【００２５】
本発明において、吸収体としては、通常の使い捨ておむつのような吸収性物品に使用され
るものであればいずれも使用することができる。すなわち、綿状パルプと高吸収性ポリマ
ー（ＳＡＰ）を併用したもの、さらに熱融着繊維を加えたもの等を使用することができ、
全体をティッシュのような親水性シートで包まれているものが好ましい。その他、親水性
シートの片面にＳＡＰの層を設けたもの、２枚の親水性シートの間にＳＡＰを挟持したも
の等のシート状の吸収体も使用することができる。また、吸収体の形状は、砂時計型でも
矩形でも良いが、砂時計型の方がより良好なフィット性が得られる。
【００２６】
本発明において、外装シートとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、
その他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維からなる不織布を用いることができる。外装
シートは、１層の不織布で形成しても良く、２層以上の不織布を積層して形成しても良い
。
【００２７】
本発明において、ウエスト周り開口部及び脚周り開口部に沿って配置される伸縮弾性部材
は、天然系、合成系のウレタン糸、糸ゴム、平ゴム等の通常の吸収性物品に使用される伸
縮弾性部材をそのまま使用することができ、これらの伸縮弾性部材を伸長状態で各開口部
に沿って配置し、ホットメルト接着剤などにより接着固定される。
【００２８】
本発明において、パンツを形成する部材の両側縁部の接合は、ヒートシールにより行われ
る。すなわち、パンツを形成する部材の前後身頃の両側縁部を外側に突き出した合掌状に
重ね合わせ、加圧溶融もしくは超音波溶融を各々単独で行うか、あるいはこれらを組合わ
せる方法によって行うことができる。
【００２９】
【実施例】
以下、実施例を示す図面を参照して本発明のパンツ型使い捨ておむつを詳細に説明するが
、本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。
図１は、本発明のパンツ型使い捨ておむつを示す斜視図である。
図１において、パンツ型使い捨ておむつ１は、パンツを形成する部材の前身頃２と後身頃
３の相対する側縁部４が、外側に突き出した合掌状に重ね合わされて接合部５によって接
合され、ウエスト周り開口部６と脚周り開口部７が形成されると共に各開口部に沿って伸
縮弾性部材８が配置されて形成されている。
【００３０】
図２は、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの接合された側縁部を開放展開した状態を示
す斜視図である。
図２において、パンツ型使い捨ておむつ１は、液透過性の表面シート９と、液不透過性の
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裏面シート１０と、これら両シートの間に配置された吸収体（図示せず）とからなる一体
型のおむつにより形成されており、前身頃２と後身頃３のサイドフラップ１１の両側縁部
４が接合される。
また、ウエスト周り開口部６及び脚周り開口部７となる部分には、複数本の糸ゴムからな
る伸縮弾性部材８が配置されている。１７は立体ギャザーを示している。
【００３１】
図３は、図２とは異なる例を示す、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの接合された側縁
部を開放展開した状態を示す斜視図である。
図３において、パンツ型使い捨ておむつ１は、排泄物を吸収する吸収性本体１２と、吸収
性本体１２が接合され、これを着用者に当てて保持する外装シート１３とからなるツーピ
ース型のおむつにより形成されており、外装シート１３の前身頃２と後身頃３のサイドフ
ラップ１１の両側縁部４が接合される。
また、外装シート１３のウエスト周り開口部６及び脚周り開口部７となる部分には、複数
本の糸ゴムからなる伸縮弾性部材８が配置されている。
【００３２】
図４は、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの側縁部に形成された接合部の状態を示す部
分拡大図である。
図４において、接合部５は、側縁部４の長手方向にウエスト周り開口部６から脚周り開口
部７に亙って延在し、ヒートシールによって前後身頃の部材が融着されてなる接合線１４
が所定間隔で多数配列されて形成されている。
接合線１４の各々は、接合部５の長手方向と交差する方向に長い長さ寸法（接合部５の幅
寸法）と、長さ寸法よりも短い高さ寸法（使い捨ておむつ１の長手方向の寸法）を有して
おり、長さ寸法が３～１５ｍｍであり、高さ寸法が０．４～５ｍｍであることが好ましい
。
また、接合線１４は、ウエスト周り開口部６近傍と脚周り開口部７近傍を除く接合部５に
おいて、中央領域が切断された不連続の状態で配列されており、この場合、不連続部分１
５の間隔が０．４～７ｍｍであることが好ましい。
さらに、接合線１４の配列間隔、すなわち、隣接する二つの接合線１４の間の非接合領域
１６の幅が、ウエスト周り開口部６近傍及び脚周り開口部７近傍の接合部５において、他
の接合部５よりも密になっており、この場合、ウエスト周り開口部６近傍及び脚周り開口
部７近傍の接合部５における配列間隔が０．５～１．５ｍｍであり、他の接合部５におけ
る配列間隔が１～７ｍｍであることが好ましい。
【００３３】
　図５及び図６は ンツ型使い捨ておむつの側縁部に形成された接合部の状態を示す

部分拡大図である。
　図５において、接合部５は、その中央領域が切断された不連続の状態の接合線１４がお
むつ側縁部４の長手方向全体に亙って配置されて形成されている。
　また、図６において、接合部５は、全体が連続した接合線１４と中央領域が切断された
不連続状態の接合線１４が交互に配列されて形成されている。
【００３４】
【発明の効果】
本発明のパンツ型使い捨ておむつは、両側縁部の接合部を形成する接合線として、接合部
の少なくとも一部に、中央領域が切断された不連続の状態の接合線が配置されているため
、着用時に接合部よって皮膚が刺激されることのない優れた着用感を有し、さらに、着用
時あるいは着用中に接合部が不用意に引き裂かれることがなく、また、廃棄時には接合部
を容易に引き剥がすことができる優れた効果を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のパンツ型使い捨ておむつの斜視図。
【図２】図１に示すパンツ型使い捨ておむつの接合部を開放展開した状態の斜視図。
【図３】図２とは異なる例を示す、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの接合部を開放展
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開した状態の斜視図。
【図４】図１に示すパンツ型使い捨ておむつの側縁部の部分拡大図。
【図５】 パンツ型使い捨ておむつの側縁部の部分拡大図。
【図６】 パンツ型使い捨ておむつの側縁部の部分拡大図。
【符号の説明】
１：パンツ型使い捨ておむつ
２：前身頃
３：後身頃
４：側縁部
５：接合部
６：ウエスト周り開口部
７：脚周り開口部
８：伸縮弾性部材
９：液透過性の表面シート
１０：液不透過性の裏面シート
１１：サイドフラップ
１２：吸収性本体
１３：外装シート
１４：接合線
１５：接合線の不連続部分
１６：非接合領域
１７：立体ギャザー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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